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各会派からの意見と対応（案） 

 

Ⅰ オンラインを活用した会議の開催に関する事項 

意見 対応（案） 

１ オンライン時の議員個人の使用場

所ルールにつき、セキュリティーの観

点等を踏まえた規定が必要である。

（公明） 

会議の出席場所には自己以外の者を

入れないことや、会議と関係のない映

像や音声が入り込まないようにするこ

と等を座長案に記載します。 

２ 特例的な扱いになると思うが、ＰＣ

が活用できない場合も考えて、スマホ

によるオンライン対応も検討すべき

である。（公明） 

 スマートフォンを含むものとして座

長案に記載します。 

 

 

３ 「委員が登庁困難」な場合をどこま

で想定するか。（共産） 

➢ コロナなどの感染症、警報発令

時、公共交通機関の事情、大規模災

害などの緊急時に絞る方が良いの

ではないか。（育児休暇中は対象と

しないなど、育児しながら会議に

ならないのであれば。休んでもら

う事の方が大切ではないか。） 

➢ 災害発生時にインターネット、ス

マートフォンなどが活用できない

ような場合の想定はどうするのか。 

➢ 基本的には大規模災害その他の緊

急事態の発生により参集困難な場合

を想定しています。なお、デジタル化

社会への対応も考慮し、会議の内容に

よっては平時でもオンライン開催が

できるよう座長案に記載します。 

➢ インターネットやスマートフォン

等が活用できない場合は、会議を招集

しないことが考えられますが、会議は

定足数を満たせば開催できることを

考えると、会議の緊急性やその時の委

員の通信状況、代理出席の可能性等を

勘案して、オンライン開催を含め、招

集権者が開催の可否を判断すること

になると考えます。 

４ 登庁が困難で、オンライン出席を希

望しない（できない）場合は、欠席扱

いになってしまうのか。（共産） 

会議が開催される場合にオンライン

出席や代理出席をしない(できない)場

合は欠席扱いになると考えます。 

５ 通信環境が悪くなった時に、会議の

進行を止めるのか、進めるのか。（共

産） 

 通信環境の悪化状況により、必要があ

れば休憩の措置が取られることが考え

られます。なお、進行中に映像と音声に

よる本人確認が全くできなくなった場

合は、その間は出席していないものとし

て扱うことになると考えます。 

６ 招集権者や職務代理者が「登庁困

難」な場合の対応はどうするのか。（共

産） 

 原則は招集場所への参集としますが、

参集困難な場合はこの限りではない旨、

座長案に記載します。 

７ 会議の開催方法 

災害時を想定し、招集権者及びその

職務代理者が登庁しなくても開催で

きる様検討願いたい。（民主） 
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Ⅱ 施設整備に関する事項 

意見 対応 

１ 通信環境の整備とセキュリティー

の充実について詳細を示すべき。（立

民） 

 通信環境の整備及びセキュリティ対

策について、座長案に記載します。 

２ 個人の端末でも議会クラウドにア

クセスできるように検討すべき。（立

民） 

 議会クラウドは、議員用モバイルパソ

コンから接続することを原則とします。 

なお、オンラインにより出席する委員

が一定のセキュリティ対策を講じてい

る場合には、会議開催時に限り、接続で

きるよう、座長案に記載します。 

３ 発言者の音声にノイズが入ったり

プツプツと途切れると、言いたいこと

がわからなくなる。そうならないよ

う、音響設備や通信環境を整備したほ

うが良い。（県政） 

 議員用モバイルパソコンのＬＴＥ環

境の増強や中会議室の整備等、通信環境

や音響設備の整備について、座長案に記

載します。 

４ [ＷＥＢ会議ツールについて]（共

産） 

 ・ 今回、試験的に「Zoom」を使用し

ているので、このまま活用を進めれ

ば良いと思う。 

・ 有償版は、（法人契約が可能であ

れば）議会局側で契約をしておけ

ば、全議員が登録する必要はないと

思います。 

・ 通信環境に影響されるため、でき

る限り、無線ではなく有線で行った

方が良いと思います。 

➢ 無線でやるのであれば、大容量

の通信に耐えられる設備でやる

必要があると思います。 

・ 有償版で使用するＷｅｂ会議ツー

ル、契約数については、別途検討しま

す。 

 

 

 

 

 

 

・ 議員用モバイルパソコンのＬＴＥ

環境の増強や中会議室の整備等、通信

環境や音響設備の整備について、座長

案に記載します。 

５ [登庁困難時、議員用モバイルＰＣ

を持っていない場合]（共産） 

・ 委員の私物ＰＣを使用する可能

性があるため、定期的に最低限のセ

キュリティ環境が整っているかど

うかを確認する機会を設ける（もし

くは書面で方法を記載する）必要が

あると思います。 

・ 手元にスマートフォンしかない

環境の場合のセキュリティ対策も

同様かと思います。 

委員が私物端末を使用する場合の情

報セキュリティや情報管理対策等につ

いて、座長案に記載します。 

私物端末を使用する場合、委員には、

一定のセキュリティ対策を講じている

ことをあらかじめ招集権者に申し出て

いただくよう、座長案に記載します。 
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６ 音声をはっきりしてもらう為の整

備は必須です。開催側の環境もだが、

参加側の環境対策も重要です（パソコ

ンや端末によって違いがある。）。（民

主） 

議員用モバイルパソコンのＬＴＥ環

境の増強や中会議室の整備等、通信環境

や音響設備の整備について、座長案に記

載します。 

参加者側については、安定的な通信環

境を確保する観点から、自宅等において

は、十分な通信速度が確保されたセキュ

リティで保護されたアクセスポイント

に接続するよう、座長案に記載します。 

 

Ⅲ その他 

意見 対応 

１ 議会傍聴についての対応を考える

べき。（立民） 

 傍聴は、原則として、会議室に参集し

て行うものとします。 

２ 知事会のオンライン会議を参考に

するべき。（立民） 

 画面構成など、オンライン会議をする

うえで参考にします。 

３ 会議中のルールとして、顔出しは必

須にした方が良いと思います。出欠の

確認になる。（共産） 

議事進行に当たっては、原則として、

出席者全員の映像を表示することなど

を座長案に記載します。 

４ 全ての議員が実行できるように、何

回か練習する機会が必要と思います。

（共産） 

 ➢ 発言時の手上げ（アイコンにする

か、自身の手上げか）や、ミュート

の取り扱いなど徹底できないと、ハ

ウリングなどで会議が成り立たな

そうです。 

今後の運用の中で検討します。 

なお、座長案には、対象会議において、

オンライン会議を試行的に開催してい

く予定であることを記載します。 

５ 今は議会改革検討会議などを想定

しての検討だが、議決が必要な委員会

などまで、オンライン会議の対象範囲

を拡大する際には、あらためて課題の

あぶり出しなど検討が必要と思いま

す。（共産） 

常任委員会等今回対象としなかった

会議については、執行機関出席者の扱い

やインターネット中継等の課題もある

ことから、あらためて検討する旨、座長

案に記載します。 

６ 聴覚障がいがある場合、Ｗｅｂ会議

の際には、音声文字化ソフトを介して

文字を読み取り参加することから、ス

ピーカーからの音声がクリアでない

と、正確な文字変換がされないので、

スピーカーの音量調節が出来ないと

参加そのものが厳しくなる。（民主） 

議員用モバイルパソコンのＬＴＥ環

境の増強や中会議室の整備等、通信環境

や音響設備の整備について、座長案に記

載します。 

 


